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インターネツトによる登録のお願い 


http://www3.pioneer.co.Jp/ 

お買い上げの製品について、上記 URL 「お客様のページ」でお客様登録を 
お願いします。 

この「お客様のぺージ」は、お客様とのコ云ュニケーシヨンを目的とした 
ウェブサイトです。新規登録されたお客様には ID ■ パスワードを発行させて 
いたださ、新製品のカタ□グや取扱説明書のダウンロード、メールマガジン 
の購読など各種サービスをご利用いただけます。 


取巧説明書 


お使いになる前にを部のちがとはたらき 接続®本的な使いかた サラウンドの謹： S ろいろな使いかた その他 












このたびは、パイオニアの製品をお買いホめいただをましてまことにありびとうございます。本機の性能を十分 
に発揮させて効果的にご利用いただくために、この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特 
に「安全上のごミ主意」はおずお読みください。なお、「取扱説明書」「ま全上のご注意」は、「保証書」と一緒に 
必ず保管してください。 


まま±のごを意 (給表示にごいて) 


この取扱説明書および製品への表示は、製品を 
まさに正しくお使いいただを、あなたや他の 
人々へのを害や財産への損害をモ然に防止ずる 
ために、し巧いろな絵表示をしています。その 
表示と意ほは次のよ3になっていまず。 

内容をよく理解してか5本文をお読みくださし、。 


A 警告 

この表示をお視して、誤った取り扱いをずる 
と、人び死亡または重傷を負ラ可能性が想定さ 
れる内容を示していまず。 


A 注意 

この表示をお視して、誤った取り扱いをずる 
と、人び損害を負う可能性び想定される内容お 
よび物の損害のみの発生が想定される内容を示 
していまず。 


絵表示の例 

A A 記号はま意(警告を含む）しなけ 
ればな S ない内容であることを示し 
ていまず。 

図の中に具体的な法意内容(ち図の場 
合は感電ま意)び描かれていまず。 

0言己号は禁止(やつ口まいけないこ 
と）を示していまず。 

図の中や近くに具体のな禁止内容 
(ち図の場合は分解禁止)が描かれて 
いまず。 

参記号は行動を強制したり指示ず 
る内容を示していまず。 

図の中に具体的な指示内容(を図の 
場合は電源プラグをコンセントか S 
巧く）び巧かれていまず。 




么 警告[異常時の処理] 


g 参万一煙び出ている、をなにおいや音びずるなどの異當 

状態のまま使用ずると乂災•感電の原因となりまず。 
ずぐに機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラ 
グをコンセントか6巧いてください。煙び出なくなる 
プラグを 巧/ ® 確認し了販売 JSI こ修&ご’®頼くだ'3い.ぁ'§様 

による修理はを険でずか S 絶対おやめください。 



處 

プラグを巧く 


• 万一内部に水や異物等が入った場合は、まず機器本体 
の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか6 
巧いて販売店にご連絡ください。そのまま使用ずると 
乂災-感電の原因となりまず。 



参万一本機を落としたり、カバーを破損した場合は、機 
器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセン 
卜か5巧いて販売店にご連絡ください。そのまま使用 
ずると义が•感電の原因となりまず。 
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• 電源の供給を完全に停止ずる為には、電源プラ 
グ（遮断装置）を巧く必要びありまず。万一の事 
故に備え、本機を電源コンセントのおくに設置 
し、電源プラグ（遮断装置）に容易に手が届くよ 
うに設置してください。 



♦機器本体の電源スイッチを切ってち、電源の供 
給は停止しません。電源の供給を完をに停止す 
る為には、電源プラグ（遮断装置）を巧 < 必要び 
ありまず。旅巧などで長期間、この製品をご使巧 
にな5ないときにはまをの為必ず電源プラグ 
(適断装置）をコンセントか日巧いてください。 
义災の原因となることがありまず。 



A 注意 


• 表示部が消えていてを電源の供給は停止しませ 
ん。電源の供給を完全に停止ずる為には、電源プ 
ラグ（遮断装置）を巧く必要がありまず。旅行な 
どで長期間、この製品をご使用にな5ないとを 
にはを全の為必ず電源プラグ（遮断装置）をコン 
セントか5抜いてください。义災の原因となる 
ことがありまず。 
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お淀いになる前に 


その地 


1」スニングモードの種類と効果について 

1」スニングモードを選ぶ . 

サウンドモードの種類と効果について 

サウンドモードを逞ぶ . 

高音/低音を調整する 

(卜ーンコント□-ル） . 

入力信号や1」スニングモード、 

サウンドモードをお認ずる . 

その他の機能 . 

特定の スピーカーの 音量を調節する 

(チヤンネルレベル） . 

デュアルモノの設定 . 

すべての設定を工場出荷時に戻す ....... 


ち機器を接続する ....... 

スピーカーを接続する 
電源コードを接続する 


本機の特長 . 5 用語解説 . 

付属品を確認する . 6 工場出荷時の設定一覧…， 

U モコンに電池を入れる . 6 な証と アフターサービス 

設置について . 7 仕様 . 

故障かな？と思ったら…， 

f : も诞こ屯;円 目の日陳引 . 

本体前面部 . 8 修理のご相談/修理についてのお問い合わせ 

リモコン . 9 窓口 

本体を面部 . 10 



F 本的な巧りかた 


再生する(基本再を） . 14 

入力機器の設定を確認ずる . 1已 

ルーム設定 . 1已 


サラウンドの設定 


さ スピーカーの 音量を調整する . 18 

各 スピーカーまでの 距離を調整する . 19 


いろいろな使いかた 


0 12 2 3 34 已66 
2222 2 22 222 



7 8 8 8 9 1 2 
2 2 2 2 2 3 3 










































ホー厶シアターの実面 


♦ ドルビーデジタル、0了3デコーダー搭載(27ぺージ） 

ドルビーデジタル音声や DTS 音声で収録されている映画や音楽ソフトを臨場感豊かに再生ずることびできま 
す。映画館やコンヴートホールの迫力をご家庭で手軽に楽しむことびできます。 

♦ MPEG -2 AAC デコーダー搭載(27ぺージ） 

BS デジタル放送のサラウンド音声もマルチチヤンネルサラウンドで楽しむことびできます。 

♦ ドルビープ□ロジック II 回巧搭載 (27 ぺージ） 

2チヤンネルステレオ音声やドルビーサラウンド音声で収録されたソフトをマルチチヤンネルサラウンドで楽 
しむことびでさまず。 

苗ち佐が,, 

♦ ルーム設定でリスニング擇境の簡ち設定 ( 16ぺージ） 

本機のルーム設定ではお部屋のサイズ(ルームサイズ)や視聴位置( I 」スニングポジシヨン)を還んでサラウンド 
環境を簡単に改善ずることびでさまず。このルーム設定では「難しい」と思われびちなホームシアターの設定 
を簡単に行5ことびでさまず(ご自分でより細かく設定することをでさます)。 

/ [ラエテイ置かなホー厶シアター 
♦ 豊富なサウンドモード (22 ぺージ） 

映画や音楽だけでなく、テレビやゲームなど、お聴さになるソフトに合わせたヴウンド効果を加えることびで 
さます。 

摆境に置し< 

♦省エネルギー設計 

本製品は、待機時(スタンバィ時)消費電力を1\^^ソ下に巧ぇた設計となってぉります。 


因メモ 

▼ ご覧にな日たい頃目を早<見つけたいとき 

• 「目的別索引」づ 3] ページ 
• 「各部の名称とはたらを」与8ページ 
• 「故障かな？と思ったら」=>29ページ 


お使いになる前にを部の名がとはたらさ 接続®本的な使いかた サラウンドの謹： S ろいろな使いかた その他 
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お使いになる前* 

巧属品を確認する 


[ VSA - S 1 アンプに 付属] [ S - S 1 スピーカーシステムに同個] 


U モコン X ] 光デジタルケーブル X 1 



センタースピーカ ー X ] 

フ□ント/サラウンドスピーカー X 4 
サブウーファー X 1 
スピーカーコード 

已 m (赤色のフ□ントスピーカー用） X 1 
已 m (白色のフ□ントスピーカー用） X 1 
已 m (緑色のセンタースピーカー用） X 1 
10 m (青色のサラウンドスピーカー用） X 1 
10 m (灰色のサラウンドスピーカー用） X 1 
已 m (紫色のサブウーファー用 ） X 1 
滑り止めバッド X 20 


• な証書 
• ま全上のご注意 
• 取扱説明書(本書) 


リモコンに電池を乂れる 


① 



妻ブタのタブを押しなびら矢印の 
ち向へ開く 


② 


ケース内に表記されている極性© 
(プラス)/©(マイナス)を合わせて乾 
電池を正しく入れる 



フタを矢印のち向に閉める 



〇注意 

• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 乾電池は同じお状でを電圧の異なるちのびあります。種類の違ラ乾電池を混せ’て使用しないでください。 

• 長い間 (1 力月!;!上) U モコンを使用しないときは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してください。 
ちし、液漏れを起こしたとさは、ケース内についた液をよく拭さとってから新しい乾電池を入れてくださ 
し)。 

• 不要になった電池を廃棄する場合は、各地の地ち自治団体の指示(条例)に従って処理してください。 

因メモ 

▼ U モコンの操作範囲び極端に狭くなってをたら、電池を交換してください。 
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おほいになる前に 


疆について 


アンプを設置ずる場巧にコりで 

振動や衝撃び加わらない、水平で安定した場所に設置 
してください。下のような場所の設置は避けてくだ 
さい。 

• テレビや カラーモニターの 上 

(映像び乱れたり、歪んだりすることびあり ます W 。） 
• カセットデッキなどのそば 

(カセットデッキなど、磁気の影響を受けやすい機器 
を本機のそばで使用すると雑音などを発をする場合 
びありまず W 。） 

• 直射日光のあたる所 
• 湿気のをい所や風通しの悪い所 
• 極端に暑い所や寒い所 
• 振動のある所 
• ホコ U のをい所 

• ミ由煙、蒸気、熱のあたる所(台所など） 

M これは、アンプのトランスによるリーケージフラッ 
クス(漏れ磁束)の影響によるをのです。 このような 
とさは、 設置する場所ををえるか、これらの機器を 
本機から離して設置してください。 


〇 


アンプの放熱について 

• 本機は下面および上面の孔から空気を取りこみ、放 
熱用ファンを使って後面の放熱孔から放熱する設計 
になっております。本機の下には巧などを敷かない 
でください。またを面、上面とちに十分なスペース 
をとってください。ラック等に設置する場合は放熱 
のため、後部び開放されているラックを使用するな 
ど、通風を巧げないようにしてください。また、放 
熱孔びホコリでふさびれてしまラと放熱び十分にさ 
れなくなりますのでごミ主意ください。 

• 本機をラックに設置するときは、前面にドアのない 
ラックをおすすめします。ドア付さラックに設置し 
て本機をお使いになるとき 
は、使用中のみドアを開け 
るなどして通風を巧げない 
よラにして<ださい（ドア 
を開けてお使いになるとを 
はぶつかつてケガなどしな 
いよラに十分お気を付けく 
ださい)。 




ラックなどに設置する場合 
は、上部に 20 cm (上空間 
を開けて < ださい。 


20 cmlU 上離す 


本機 



本機は使巧中に熱を発生します。本機の上には物を 
のせないで < ださい。 


本機は使巧中に熱 
を発生します。イン 
テリア用の布など 
をかぶせた状態で 
お使いにならない 
で < ださい。 


• 本機使用中または使用直後は上面が熱くなっている 
ことがありますのでご注意ください。 

スピーカーを 勘こ巧り巧けるには 

スピーカーを壁に取り付けることびでさます。 

• 壁に取り付ける場合は、重量-取付方法によっては落下- 
転倒などのを険性びあります。事故のないように十分ミち意 
してください。 

• 設置 • 据付場所は重量に十分耐え得る強度を持つ場所を選 
んでください。強度などげ不明の場含は、専門業ちにご相 
談くださし、。 

• 壁に取り付けるためのネジは付属していません。柱や壁の 
強度やが質に含わせたちのを使用してください。 

• 据付け-取0付けの不備、誤使用、改造、天災などによる 
事故損傷については、弊社は一切責任を負いません。 



お使いになる前に 


5-7 mm 






























































各部の名称とはた s を 

本が前面部 



©INPUT SELECTOR (入力切巧つまみ） 

(14 ぺージ） 

入力機器を選びます。 

② OSTANDBY / ON ボタン 

本機の電源を ON / OFF します。 

③ PHONES (へッ ドホン)端子 (25 ぺージ） 

へッドホンプラグを差し込む端子です。プラグを 
差し込んでいるときは、 スピーカーから 音び出ま 
せん。 

④ リモコン夏巧部 （ 10ぺージ） 

⑥ FRONT DIGITAL IN 

(フロントデジタル入力)端子 （11 ぺージ） 

光デジタル音声出力端子の付いている機器とデジ 
タル接続しまず。 

©MASTER VOLUME (音量調節つまみ） 

(14 ぺージ） 

本機の音量を調節します。 

© STEREO インジケーター (21 ぺージ） 

「ステレオ」モードを還んでいるとさに点灯します。 

AUTO インジケーター (21 ぺージ） 

「才一りモードを選んでいるときに点なします。 

@□□0 インジケーター 

ドルビーデジタル信号を入力しているとさに点灯し 
ます。 


@[1]口1_11インジケーター 

ドルビープ□ロジック II 処理されているとさに点灯 
します。 

⑩ DTS インジケーター 

DTS 信号を入力しているとさに点なします。 

⑩ AAC インジケーター 

MPEG -2 AAC 信号を入力しているときに点口しま 
す。 

© SOUND インジケーター (22 ベージ） 

「サウンドモード」を選んでいるときに点巧します。 

®0 インジケーター 

デジタル信号を入力しているときに点なします。 

⑩ TONE インジケーター(22、23ぺージ） 

「トーン」モードを選んでいるとをに点なします。 

返)キャラクター表示部 
饭©インジケーター (24 ぺージ） 

ス U —プタイマーを設定ずると点なします。 

© VOLUME (音量レベル)表示部 ( 14ぺージ） 

現在の音量レベルを表示します。音量レベルは、電 

源を OFF にしてち保持されまず。「- dBJ は最 

ルレべル、「加 B 」 は最大レベルを表わします。 
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ソモコン 


香部のち祿とはた白を 



<D 


め 


<7) 


<D 


②' 


<D 


⑩ 


③' 


⑩ 


⑩ 


④' 


御 


⑥' 


©電源0ボタン 

本機の電源を ON/OFF (スタンバイ状戲にします。 

②フラツトボタン (22 ぺージ） 

ヴウンドモードを OFF にします。 

5ご11ボタン(22ぺージ） 

已巳 h ステレオモードを ON にします。 

ゲームボタン(22ぺージ） 

ゲームモードを ON にします。 

マナーボタン(22ぺージ） 

マナーモードを ON にします。 

重ほ音ボタン(22ぺージ） 

重ほ音モードを ON にします。 

卜ーンボタン(22、23ぺージ） 

トーンモードを ON にします。 


③ CH 距離ボタン (1 9ぺージ） 

ち スピーカーまでの 距離の設定に切り換わります。 

④ ミ肖音ボタン ( S 4 ぺージ） 

音を一時的に消します。をう一度巧すと消音機能は 
解除され元の音量に戻ります。 

® ルーム設定ボタン （1 6ぺージ） 

ルーム設定モードに切り換わります。各スピーカー 
の 音量 (チヤン ネルレベル)と スピーカーまでの 距離 
を調整しまず。 

⑥入力切換ボタン (1 4ぺージ） 

本機の入力を切り換えます。巧すたびに入力び切り 
換わります。 

® 表示切換ボタン 

ディスプレイの表示を切り換えます。 

入力 (23 ぺージ） 

選択されている入力と入力されている信号の種類を 
表术します。 

信号の種類はし:!下のよラに表おします。 

rich 」 ：モノラルのデジタル信号 

「2 ch 」 ：ステレオのデジタル信号 

rMULTIchJ ： デジタル信号のマ J レチチヤンネ J レ信号 

「 ANALOG 」 ：アナログ信号 

確認 (23 ページ） 

選択されている入力に選ばれているリスニングモー 
ドとサウンドモードを表示します。 

ディマー (24 ぺージ） 

表示部の明るさを3段階で調整します。 

® スリープボタン (24 ぺージ） 

ス1」ーフタイマーを設定します。日0分、已〇分、30 
分、または OFF に設をすることびできます。 

アツテネートボタン ( S 4 ぺージ） 

音量を下げます。 

® 入力切換ボタン (1 4ぺージ） 

本機の入力を切り換えます。 

⑩ CH レベル ( S 5 ぺージ） 

手動(テスト I -ーンを出力しない)でスピーカーを切 
り換えて、各スピーカーの音量(チヤンネルレベル) 
を調整しまず。 

©4 - ■►ボタン 

ち種設定で項目を選びます。 

音量一/ +ボタン (1 4ぺージ） 

本機の音量を調節します。 

汉定ボタン 

ち種設定で項目をミ夫をします。 


を部の名称とはたらき 


9 






















































各部のち妳とはたらを 


® テストトーン （18 ぺージ） 

テスト I ンを出力してさスピーカーの音量(チャン 
ネルレベル)を調整しまず。 

® 才ートボタン (21 ぺージ） 

入力信号の音声フォーマツトに合わせて、ステレオ 
(2 ch 再生) モー ドと 已 . 1 ch デコー ド モー ドを自動で 
切り換え、ソフトに忠実な再生を行います。 
サラウンドボタン (21 ぺージ） 

マルチチャンネル音声で収録されているソフトはそ 
のまま再生します。 2 ch 音声で収録されているソフ 
卜はドルビープ□□ジツク11技術によってサラウン 
ド再生します。2種類のモードから選択することび 
でをます。 

ステレオボタン (21 ぺージ） 

「ステレオ (2 ch 再生)」モードに切り換えます。 

卜ーンほ音一/+ボタン(22、23ぺージ） 

I ''ーンモードのほ音を調整します。 

卜ーン高音一/+ボタン(22、23ぺージ） 

I ''ーンモードの高音を調整します。 


①- 


圏圍 



が 

, -フ□ント、 

'の夕-、 
60 

广。器ドで23 



左 留 

U 

画を 





国 

圏ち 





し萌 

。■■つ，一 



W 


圓 I 圓^ 

f -フロントたち 

_6Q 

棚 


棚 


国 

團 

レ，赏-一 


'。訖ンド广 

画： 

團； 


③- 


U モコンの操作範囲 

本機を U モコンで操作するときは、 U モコンを本体前 
面部の U モコン受光部に向けてください。下記の範囲 
内で操作することびできます。 



① デジタル音青入力端子 (1 1ぺージ） 

光デジタル音声入力端モ 

(光1 「 DVD / DVR 」、 光2 res / csj ) : 

光デジタル音声出力端子を持つデジタル機器と接続 
することびでをます。 

② スピーカー端子 （12 ぺージ） 

スピーカーと 接続します。 

③ LINE 入力端モ (1 1ベージ） 

アナ□グ音青入力端テ 

アナ□グ音声出力端子を持つ機器と接続することび 
でさまず。 


因メモ 

▼ U モコンと本機との間に障害物びあったり、 I 」モ 
コン受光部との角度び悪いと操作びでさない場合 
びあ0ます。 

▼ U モコン受光部に直射日光や堂光灯などの強い光 
び当たると誤動作することびあります。 

▼赤外線を発射する機器の近くで本機を使用した 
り、ホが線を利用したほかの U モコンを使用した 
りずると、本機び誤動作することびあります。逆 
にこの U モコンを操作すると、他の機器を誤動作 
させることちありまず。 
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市販の映像ケーブル 


BS デジタルチューナー巧扇テレビ 
または曰 S デジタルチューナ ー 




II ち— 1 1 


-B 

の 



DVD プレーヤ ー(DV-464 など) 






CI ま意 


• 接続コードの巧態について 

ち図のよラに、本機の上に接続コードを巧げて放置すると、電源トランスからの磁界 
の影響により、スピーカーから八ムノイズび出る場合びあります。接続コードはこの 
よラな状態にしないでください。 

• がデジタルケーブルを雷し込むとをのま意 

^ 接続の際は端テの向をを合わせてしっかり奥まで差し込んでください。誤った向をでむり 

やり挿入すると、端子びをおし、ケーブルを抜いてちシヤッターび閉らなくなることびあ 



本が前面入力端子に接続する 



ポータブル DVD、 

ゲーム傑、ビデオカメラなど 


を部の名称とはたらき 接続 
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スピーカーを 接続す る 


付属のスピーカーをお使いください。付属のスピーカーを本システムじ(外のアンプに接続しないでください。 
故障•火災の原因となることがあります。また、本システムのアンプに付属のスピーカーじ(外のスピーカーを 
接続しないでください。 _ 


スピー カ ーコー ドのカラ ー 
チューブの 色と、 スピーカ 
一の リア部に貞ち6れてある 
ラベルの 色を合わせまず。 



カラーコネクターの色と同じ色のスピー 
カー端テへ差し込みます。 

スピーカー端テは上側と下側とで向きび異 
なるためカラーコネクターの向さを確認し 
て差し込んでくださし、。 


f ~~フお卜でな-丫帶ド bssd ( ) 


7 



付属のスピーカー 
ケーブルX巨 


[B] [w 



フロントち 
スピーカーサブウーファ 
(R) (SW) 


[白 I r 矿 


I m 



サラウンドち 

スピーカー 

(RS) 

I— m ~I 


サラウンドち 

スピーカー 

(LS) 

L 胃 1 


スピ■力ーコードの接続 

①コードの被覆を回しながら引さ抜 
をます。 



感 スピーカー端テのツメを押しなび5、 
スピーカーコードを差し込みツメを元 
に戻す。 


カラーチューブのないスピーカーコード 

黒色の スピーカー 端子（©側） へ 



カラーチユーブのちるスピーカーコード 

赤色のスピーカー端テ（(©側）へ 
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CI ま意 

• 本機は、テレビとの近接使用び可能なスピーカーシステムで 
す。設置のしかたによっては、色ムラび生じる場合びありま 
す。その場合は、一度テレビの電源を切り、1已〜30分後 
に再びスイッチを入れてください。テレビの自己消磁機能に 
より、画面への影響び改善されます。その後も色ムラび残る 
ような場合には、スピーカーシステムをさらに離してご使用 
<ださい。 

• 近< に磁石など磁気を発生するちのび置かれている場合には、 
本機との相互作用により、テレビに色ムラを発生する場合び 
ありますので、設置にごを意ください。 

• スピーカーコードのお線をねじるとさは、ばら線び束からは 
み出さないよラにミ主意してねじってください。はみ出した線 
びあると、お線どラしびふれてしまいアンプに過大な負荷び 
加わって動作び停止したり、故障することびあります。 

-端テに接続した後コードを軽く引いて、コードの先端び端子 
へお実に接続されていることを確かめてください。不完全な 
接続は、音びとざれたり、雑音の出る原因となります。 
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滑り止めパッドの皮いかた 

滑り止めパッドを紙からはびし、フ□ント、センター、サラウンドの各スピーカーの底面に4力所ずつ貼り付け 
て < ださい。 


センタースピーカー 
の底面 



フ□ント-サラウンド 
スピーカーの底面 



◎ メモ 

▼ スピーカーの 配置について 

サラウンド効果を最大限に引を出すため、ちの図のよラにさス 
ピーカーを 設置してください。 

• 左ちに置し)たスピーカーはテレビから等距離になるように設置し 
てください。 

• センタースピーカーはテレビの下側に置を、センターチャンネル 
の音びテレビと同じ位置に配置されるよラにしてくださしんをし 
センタースピーカーをテレビの上に置くときは、テープなどを使 
用して適切なち法で固定してください。固をしないと地震などの 
外部の振動により、スピーカーびテレビから落下してケガをした 
り、スピーカーを破損する原因となります。 

•サラウンドスピーカーは耳の高さからやや上ちに設置すると効果的です。 

• サラウンドスピーカーを視聴位置（リスニングポジション）から極端に離して設置すると、サラウンド効 
果び十分に発揮されません。 

• フ□ントスピーカーとサブウーファーは視聴位置から等距離になるよラに設置してください。 


フ□ント 


フ□ント 

スピーカー 

センター 

スピーカー 

晒 

スピーカー 

□ □ 

(も） 


サブウーファー 
( SW ) 

視聴位置 

サラウンド 

rnnni 

サラウンド 

スピーカー 


スピーカー 

(田 


脚 

□ 


□ 


電源コードを接続ずる 


すべての接続び終了してから、壁の電源コンセントを接続してください。 
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60. 

S 曲 

'eh 

国 

6 '。 1 

& 

SiOC 

( : 


◎ち 

S 国 

6Q 

画 

し 巧 ^ 

圍ち 

60 

( : 


Cl ま意 

• 旅行などで長期間本機を使用しないときは、必 
ず電源コンセントから電源コードを抜いてくだ 
さい。 

•約1週間上、電源コードを電源コンセントか 
ら抜いた状態び続くと、設定び工場出荷時に戻 
ります。 


感 

四 




家庭用電源 

コンセントへ 


接 


続 
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な使いかた 





テレビ、入力機器 ( DVD プレーヤーなど)の電源を入 
れる 


本機の電源を入れる 

U モコン . 0電源ボタンを押します。また、本 


電源 

@ 


体0 STAND 目 Y / ON ボタンで電源 
を入れることもでさます。 


入力を選ぶ 

U モコン 


入力切換 


0000 



入力切換ボタンで選びま 
ず。ち上の入力切換ボタン 
でも押すたびに入力び切り 
換わりまず。 

また、本体の入力切換つまみ (INPUT 
SELECTOR ) を回して選ぶこともでき 
まず。 


DVD/DVR 


SELECTOR 


LINE 


BS/CS 


FRONT 


4 テレビの入力を切り換える 

入力機器からの出力映像びテレビ画面に映し出される 
ようにテレビの入力を切り換えてください(テレビ放 
送を見るとさは不要でず)。 


5 入力機器の設定をずる 

DVD プレーヤーなどでは、デジタル音声出力の設定 
び必要な場合びあります。詳しくは『入力機器の設定 
を確認する』(次ページ)をご覧ください。 


6 入力機器の再生を開始ずる 

さインジケーターび点なします。 


因メモ 

▼テストトーン、チヤンネルレベル、または 
ルーム設定でをスピーカーの音量やチヤンネ 
ルレべルを調整したとを、音量の最大値び 
[〇祀]にならないことびありまず。 
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7 音量を調節する 


リモコン 




音量 一 / +ボタンで調節します。また、 
本体の音量調節つまみ (MASTER 
VOLUME ) を回して調節することも 
でさます。 

[ - ]( 最ル)〜 [ Od 目](最大)の間で 

調節します。 

音が出ないとさは、『故障かな？と 
思ったら』 (29 ページ)をご覧くださ 
し、。 







冨本的な使いかた 


入力機器の設定をお認する 


入力機器の LU 下の項目び正しく設定されていないと「音が出ない」、「音に迫力びない」などの症状が起こること 
びありまず。入力機器または再生ずるソフトの取扱説明書をご覧になり確認してください。 

の 入力機おのデジタル音青出力の設定 

入力機器側でデジタル音声出力の設定びでをるとをは、(下の音声信号び出力されるよ5に設定してください。 
『音声記録ち式』 (27 ページ)を合わせてご覧ください。 

• ドルビーデジタル 

• DTS 

• MPEG -2 AAC 旧 S デジタル） 

②再をずるソフトの音青の確認 

複数の音声び収録されているソフトや複数の音声で放送されているテレビ番組などでは、必要に応じて聴さた 
い音声を還んでください。選んだ音声の種類やリスニングモード (20 ページ)によって音の出るスピーカーび 
異なりまず。 



基本的な使いかた 
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畳本的なほいかた 


ルーム設定 


視聴位置(1」スニングポジション)の「近くに置いたスピーカー」と「遠くに置いたスピーカー」とでは、そのス 
ピーカーから聴こえる音のタイミングや大きさにズレび生じるため、適切なサラウンド効果を得ることびできま 
せん。「ルーム設定」では、お部屋のスピーカー配置に合わせて「部屋の大ささ(ルームサイズ)」と「視聴位置(1」 
スニングポジション)」を還んで、聞こえる音のタイ S ングや大ささのズレを簡単に改善することびでさます。 


2-6 





至想 入力切換 

一 ® 〇 

[ - ち示切巧 -1 

广 Ml 11 賊 I r ディマ- 11 

じ ? ラット 1 5ch ヴームスリーブ 

000 日 
マナー■陆 1 卜-ン 1 ァ . ，テ：*-卜 

り 000 

1 OVD/DVn BS/CS FRONT LINE | 

。谷 

分嫁ソろ; 

1 *—1- 1 サラウンド ステレオ 

UI _ IU 

ち青一 CEZ)-S 音 

円-円い H 

CD CD CD CD 

S M L 技定 

Pioneer 

(AV アンフ ） 

一一 



1 本機の電源を入れる 



本体の0 STANDBY / ON ボタンを押 
します。 


2ルーム設定モードにずる 


ルー ム設を 



S M L 設定 


• 設定ボタンを押します。 

• 工場出荷時はルームサイズ = M、U 
スニングポジシヨン= MID に設をさ 
れています。 


すでにルーム設定び行われていると 
をは、現在の設定び表示されます。 

• 設定後マニュアルでチヤンネルレべ 
ルや スピーカーの 距離などを設定し 
たときは表示部に L ソ下のよラに表示 
されまず。 



• 何わ操作しない状態で ] 0秒経過す 
ると通常表おに戻ります。 

• ルーム設定ボタン LU 外のボタンび押 
されると通常表示に戻ります。 
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碁本的な使いかた 


ルームサイズを切り換える 

-ルー ム設定- 


S 


ロ ロ 

M L 


設定 


(表示中に押す） 


現在の設定を表示中に 「 S 」、「 M 」 
または 「 U ボタンを押します。 


各サイズの目安は S が約8畳 、 M 
が約]日畳、 L が約]已畳です。 


4リスニングポジションを切り換える 


—ルーム設定一 

CD CD 

M L 


設を 


(表示中に押ず） 


現在の設定を表示中に手順3で選 
んだ 「 S 」、「 M 」 または 「 U ボタ 
ンを押します。 


巧すたびに下のよラに切り換わ 
ります。ち図ちあわせてご覧くだ 
さい。 

- ► FWD - 


BACK ◄— MID (出荷時の設を） 


ルーム設定を終了ずる 

-ル-ム設定- 


S 


ロ ロ 

M L 


設定 


(表示中に巧す） 


設定ボタンを押します。 

サイズ = M 、 ポジション=目 ACK 
のとさ 


リスニングポジションについて ] 

FWD (フ□ントスピーカーび近いとき） 





因メモ 

▼ 途中で設定を中止したときは、それまでの設定は 
無効になります(例えば、ルームサイズのみを設 
定したときなど)。 

▼ルーム設定では、下の項目の設定値を切り換え 
ています。 

• さ スピーカーの 音量 (18 ページ） 

• さ スピーカーまでの 距離 (1 9 ページ） 

これらの項目を更に細かく設定して、より快適な 
サラウンド空間をつくり出すことをでさます。た 
だし、これらの設定とルーム設定では、後から 
行った設定値び優先されます。 





基 

本 

的 

な 

使 

し、 

か 

た 
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サラウンドの設定 


お手持ちのシステムやお部屋の環境に合わせて細かな設定をすると、より快適な U スニング環境をつくることび 
できまず。ここでの設をはルーム設定にて調整した内容と同じです。ルーム設定よりち細かく設定したいときに 
しソ下の設定を行って < ださい。 


きス ピーカーの音量を調這ずる 


すべてのスピーカーの音量のバランスを調整します。ただし各スピーカーの音量を調整した後に『ルーム設定』 
(1 已ぺージ)を変更すると、ルームサイズに応じた音量バランスに調整されます。 



4 


1,5 



1 本機の電源を入れる 

電源 0電源ボタンを巧します。 


© 


2音量を調節ずる 

音量+/— ボタンでお好みの音量に調節 
します。 



テスト!-ーンを出力ずる 

テスト • テストトーンボタンを巧します。 


トーン 


〇 


ヴーという音が政下の順番で出力さ 
れます。 


1—► フ□ント左 ( L ) — ► センターに）一 ► フ□ントち ( R ) 
L サブウーファー ( SW ) トサラウンド左 ( LS ) ィーヴラウンドち ( RS ) 


〕 


4テスト!'―ンび出力されているスピーカーの音量を調 
整ずる 



和ーボタンで調整します。 

さ スピーカーからの 音び同じ大きさ 
に聴こえるように調節しまず。音量 
は± ] OdB の範囲で調節することび 
でさます。 


因メモ 

▼ サブウーファーのテスト I ンは、周波数びほ 
いため実際の音量よりルさく聞こえます。 
▼サブウーファーの音量は音楽、映画ソフトなど 
を実際に再生しなびら、適切な値に調節してく 
ださい。 


テスト! -- ンを止める 

テストトーンボタンを押します。 
音量の調節び終了します。 


巧 


〇 
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サラウンドの設定 


きス ピーカーまでの 距謎を調整す る 


1」スニングポジション(視聴位置)からフ□ント/センター/サラウンドスピーカーまでの距離を設定しまず。そ 
れぞれのスピーカーまでの距離を入力することによって、その差により生じる音のタイミングのズレび自動的 
に補正され、リスニングポジションで適切な音場効果を得ることびでさます。 

ただし各スピーカーまでの距離を調整した後に『ルーム設定』 （1 6ページ)を変更すると、ルームサイズに応じた 
距離に調整されます。 


I フラット I 5 ch プームスりープ 

〇〇〇日 

7ナー nss I トン I ァ，巧-卜 

〇〇〇〇 

100001 

し DVD/DVR BS/CS FRONT LINE | 

chV 公 


4 


[人刀] C ® 度 I I デイ 7-1 


m 


拽 

C^=F1 ヴラウンド^ステレオ 

□ □□ 
ほ音- CEZ )- H き 

凸 Lj LJ-LJ 


Pioneer 

C . AV アンプ^ 


センターに ENT ) サブウーファーに W ) 



本機の電源を入れる 

電源 0電源ボタンを押します。 


@ 


各 スピーカーの 距離の設定 モー ドを還ぶ 

^ 押すたびに項目び切り換わり、表示 

V ) 窓に現在の設定び表おされまず。 


CH 距離 


フ□ント スピーカーの とさ 


センタースピーカーの とさ 


- ルーム 投$ - 1 

CD CD CD CD 

S M L 投を 



- 





1 巧 …:::;; J 


サラウンドス ピーカーの とさ 


サブウーファーのとさ 


0各 スピーカーまでの 距離を設定ずる 

へ^ ボタンで調整します。 

(W U ) • 0'3 m 〜 9 m を 0'3 m 間隔で設定 
V V することびでさます。 

4設定を終了ずる 

© ミ夫定ボタンを押して、システム設定 
モードを終了します。 


因メモ 

▼ 10秒間ボタン操作びないとをは、設をモードを 
終了します。 


サラウンドの謹 


19 

















































































いろいろな使いかた 

ソスニングモー ドの種類と効まについて 


本機では接続しているスピーカーの本数や再生するソフトのジャンルに合わせて最適なサウンドを逞ぶことびで 
きます。1」スニングモードは各入力ごとに設定することびでさます。 

才ート(再をするソフトにま庚なリスニングモード) 

才ート ( AUTO ) 

入力される音声のフォーマットに合わせて、再生するソフトにお実な U スニングモードを自動的に選びま 
す。 2 ch 音声で収録された CD などは 2 ch のまま、マルチチャンネル音声で収録された映画ソフトなど 
はマルチチャンネル音声のまま楽しむことびでをます。 

サラウンド(ドルビープロロジック II 再を) 

2 ch 音声（ドルビーサラウンド、 P 巳 M など)を入力しているとき、ムツ下の2つから逞ぶことびできます。た 
だし、マルチチャンネル音声(已 . Ich サラウンドなど)を入力しているときは忠実にデコード店生)して、表 
示部にデコード名称び表示されます。 

• ドルビープ□ロジック II ムービ ー( MOVIE ) 

已 .1 ch 化します。映画ソフトの再生に適したモードです。特にドルビーサラウンドエンコード作品を視 
聴するとより効果的です。サラウンドスピーカーへのセリフなどの漏れ込み(ク□ス I ク)を聞こえに 
くくする処理などをあり、ドルビーデジタル已 . Ich サラウンドに迫るセパレーシヨンや移動感などを 
得ることびでさます。 

• ドルビープ□ロジック II ミュージック ( MUSIC ) 

已 . Ich 化します。音楽ソフトの再生に適したモードで、 a 常のステレオ録音された CD などを再生する 
ときに効果的です。サラウンドスピーカーはを位よりを包囲感を重視しています。 

ステレオ(ステレオ再生) 


• ステレオ ( STEREO ) 

あらゆる音声をステレオ再生(フロント2本のスピーカーとサブウーファーによる再生)しまず。 


20 



y スニングモードを送ぶ 


いろいろなほいかた 


[ 人力]じ《黄 ] I ディマー I 


Wood 

マナー IffS し卜ーン I 7ッ巧ート 

000 □ 

,-入力切 • -, 

り000 
[OVD/DVR BS/CS FRONT —LINE 」 


ぶ篡も 


I ブート 1 ヴラウンド ステレオ 

□ □□ 


h 曰 ~ 11 " ~ 一 I — m B 

凸日 LJ-LJ 


ロロ ロロ 

S M L 6を 


Pioneer 

C . AV アンフ^ 


2 


本機の電源を入れる 

電源 0電源ボタンを押します。 


@ 


リスニングモードを選ぶ 

選んだ U スこングモードのインジケーターが点灯しま 
す。 

「オート」を選ぶとき 

t 才ート J • オートボタンを押します。 


「サラウンド」を選ぶとき 

サラゥンド • ヴラウンドボタンを押します。 

CD などの 2 ch 信号のとさは、押す 
たびに似下のように切り換わります。 

I~ ► (PRO LOG に II) MOVIE — 


— (PRO LOGIC II) MUSIC ◄- 

《再生するソフトがマルチチヤンネル音声のとさは、 
収録されている音声 (Dolby Digital / DTS/MPEG 
AAC ) を忠実にデ〕ード(再生)します。 


因メモ 

▼工場出荷時は「オート」に設をされています。 
へッドホンを差したとさは「ステレオ」に切り 
換わります。 

▼ r 各入力」それぞれに独立して1」スニングモー 
ドをメモ U —することびでをます。 

▼ヘッドホンプラグを差しているときは、「ステ 
レオ」し U 外を選がすることはでさません。 

▼ 9已 kHz /88'2 kHziJ ニア PCM 音声を再生して 
いるとさは「ステレオ」 L ソ外を選ぶことびでを 
ません。「ステレオ」じ(がを逞んでいるとをに 
9日 kHz /88.2 kHz リニア PCM 音声び入力され 
ると、自動的に「ステレオ」に切り換わります。 


「ステレオ」を還ぶとを 

ステレォ • ステレオボタンを押します。 


いろいろな使いかた 
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いろいろなほいかた 


ヴウジドモードの種類と効まにつし1て 


本機では、映画や音楽ソフトなどのあらゆる音声に巧して、さまざまな音質を楽しむことびでさまず。サウンド 
モードはさ入力ごとに設をすることびでをます。 

サウンドモード(音質効ま) 

• フラット ( FLAT ) 

サウンドモードを OFF にして、周波数特性をフラットにします。 

• ゲーム ( GAME ) 

ゲームのスピード感や躍動感をよりいつそラ高めます。シューティングゲームや レー シングゲームなど 
のちへ左へ駆け巡るよラな流れのあるシーンのをいゲームに効果的です。 

• 5 ch (5 ch STEREO ) 

標準のステレオに ch ) 音声を加工することなく、已 ch にて再生します。部屋のどの場所にいてをステレ 
才感を楽しむことびでさます。 

• 重低音 ( S . BASS ) 

低音のレベルを上げて迫力ある再生にします。 

• マナー ( MANNER ) 

キンキンずる高音や、ドンドン響く低音を和らげて再をします。高音び鋭くて耳につくとさや、を音 
び大さすざて不快なとさなどに効果的です。 

• 卜ーン ( TONE ) 

「高音/な音を調整する」で設定された音質にします。 


因メモ 

▼「已か」を選択しているときに、ドルビーデジタルや DTS 、 MPEG -2 AAC 信号、9目 kHzPCM 信号が 
入力されるとサウンドモードが自動的に「フラット」に切り換わります。 


サウンドモードを還ぶ 


里想 入力切巧 

© 〇 

- ち示切巧 -, 

r 1 r 職 11 ディマ - 1 1 


L フラット J 5ch ヴーム 

000 

マナー S 賠 

000 


□ 

。テ：*-卜 

□ 


00 0 01 

OVD 々州 es/cs FRONT LINE j 


。谷 

Ms 


サラウンドステレオ 


□□□ 

旧き一含 

□む lj-ll) 


□ 


CD CD 口 

M L 6 定 


1 サウンドモードを選ぶ 

f フラット I 5 ch ゲーム 

UOO 

マナー 麗賭 I 卜-ン J 

000 

• 設定したいサウンドモードのボタン 
を押す。 

• SOUND インジケーターび点なしま 
す。 


因メモ 

▼工場出荷時は「フラット」に設をされていまず。 
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高音/ほ音を調整する【卜ーンコント□-ル) 


いろいろなほいかた 


1入力信号をお認ずる 

I -. I • 入カボタンを押します。 

' - '• 押すたびに現在の入力表示と入力信号の 

種類の表示び切り換わります。 


因メモ 

▼ LINE 入力を選択しているときは、入力信号の種類 
の表示で 「 ANALOG 」 (外び表おされることはあり 
ません。 


y スニングモードやヴクンドモー ドを確認する 

還択されている入力に設定された I 」スニングモードとサウ 
ンドモードを表示、確認することびでをます。 


1リスニングモードをお認ずる 

I 確認 I • 確認ボタンを押します。 

•] 回巧すと U スニングモードををラー度 
押すとヴウンドモードを表示します。 

• 已秒間、何ち操作びない場合は元の表示 
に戻ります。 


入力信号を m ずる 


^入力 1 r ディマ-1 

Iフラット _] 5ch Iヴームスリーブ 

rrojoD 


@ 


□ 

イ T— AIEb I I —ン I 7ツ巧ート 

000 □ 


, 人。 W， 1 

に) 000 

[pVD/DVR BS/CS FRONT LINE | 


ぶ 

を 

% 

' ステレオ 

〕□ 


)□ 
B を 


Pioneer 

し AV アンフ 



入力一 

ボタン 

確認一 

ボタン 


ま巧 入力切巧 

蒼 


〇 


[入力]じ《巧 I IディマーI 


L フラットI 5oh プームス。ープ 

〇〇〇日 

マナ_ ■括I トンI ァ，テネ-卜 

OOQD 


/-八の wm - 

り000 

LdVO/D 仰 BS/CS FRONT UN し 


。谷 

艇)り 

ろ W 思 

ステレオ 

m 


If 


ち音 一CE2> s き 

凸 □ Cd む 



—2 


卜ーンコント □ —ルモードを還ぶ 

( TEZ ) • トーンボタンを押す。 

し） • SOUND と TONE インジケーターび 
^ 点なします。 


高音、ほ音を調整ずる 


ほ音 ~~( 卜—ン )— 局 音 


高音を調整するとさは高音+/—ボ 
タンを巧す。 

ほ音を調整するときはほ音+/—ボ 
タンを押す。 

高音、ほ音それぞれ± lOdB の範囲 
内、 2 dB ステップで調整でさます。 


因メモ 

▼ I -ーン調整中に5砂(上、何も操作びない場合は通 
常表示に戻ります。 


やソスニングモード *サウジドモードを巧認する 


入れ 


いろいろな使いかた 























































































いろいろなほいかた 


その他の機能 



アイ 7- 

ボタン 

ス U — プ 
ボタン 

アツテネート 
ボタン 


—時的に音をおす ( S ュート) 


1音を消ず (5 ユートずる） 

ミ肖音 -消音ボタンを押します。 

/ ) -一時的に音び消えます。再度押すと元の音量に戻り 
^ まず。音量一/+ボタンでを5ユートを解除するこ 

とびでさまず。 



ワンタッチで音量を下げる 


1音量をアツテネートする 

ァッテネ_卜 • アツテネートボタンを押す。 
f ] 元の音量に戻すには音量+ボタンを押してください。 


表示部の明るさを調整ずるげイマ-) 


表示部の明るさを調整ずる 

P ——I • デイマーボタンを押します。 

• 押すたびに表示部の明るさび「明るい」「少し暗い」 
「暗い」の3段階で切り換わります。 


ス U - プタイマーを設定ずる(スりーブ) 

時間を設定して自動的に電源を切ることびでをます。 


タイマーを設定ずる 

ス U —プボタンを押しまず。 

ス U -プインジケーターび点灯します。 


ス U - プ 


スリープ 

インジケーター 


-押すたびに時間び「30分後」「60分後」「90分後」 
「 OFF 」 の4段階で切り換わります。 


◎ メモ 

▼ス U —プタイマーを設定した後にス U —プボタンを1回押すと、 
現在の残り時間び表示されまず。表ホ中に再度スリープボタン 
を押ずと再設定されまず。 


24 

























空お 入力切巧 

痛。 

,- 表示切巧 -1 

|| I 「腺 1 I ディマ - 1 | 
しフラット1 5ch ヴームスリーブ 

巧00日 

マナー tg g し卜-ン]アッテ：*-卜 

000 □ 

り000 

し D 仰ぶ VH BS/CS -FRONT —LINE」 


。面化 


な ‘~ 


が巧で 

f 才ート1 サラウンド ステレオ 

□ □□ 

旧宣一!王 ShB 音 

日-日□町 


CD 


CD CD CD 

M L IS 定 


Pioneer 


G AV アンプ 


3 メモ 

■ CH レベルボタンを押してスピーカーの音量調 
節モードに入ったとさ、10秒間何ち操作び行 
われないとスピーカーの音量調節モードは自動 
的に終了します。 

'チャンネルレベルを調整したをに、ルーム設定 
(16 ページ）やテストトーンによる設定 （1 8 
ページ)を行ラと、その設定び優先されます。 


スピーカーの音量を調節ずる 

へへ •和畔ボタンで調整します。 

A ? \ A • IdB 単位で一10〜 +10 cl 巨®間で 

V V 調節することびでさます。 


設定を終了ずる 

© ミ夫定ボタンを押して、システム設定モー 
ドを終了します。 


本機の電源を入れる 

軍源 0 AV アンプボタンを押しまず。 


@ 


音量を調節ずる 

音量+/—ボタンでお好みの音量に調節 
^ します。 


入力機器の再生をずる 


4調節ずる スピーカーを 切り換える 

• CH レベルボタンを押します。 

• 押すたびに スピーカーび 切り換わり 
CH レベル ます。 


の 


いろいろな使いかた 

ヘッドホンぞ皮ラ 


1 へッドホンプラグをへッドホン端テに差し込む 

• 差し込むとスピーカーから音び出なくなります。 

• 「ステレオ」しソ外のサラウンドモードを選ぶことは 
でをません。 

• へッドホンを挿入しているときに、テストトーン、 
チヤンネルレベル、サラウンドモード、サウンド 
モードボタンを押すと政下の表示が点滅し、操作 
することはでさません。 



特定のスピーカーの音量を調節する(チヤンネルレベル) 


音楽、映画ソフトなどを実際に再生しながらスピーカの音量を調節することができます。政下の手順で操作しま 
す。 



4 6 5 


いろいろな使いかた 
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いろいろなほいかた 


デュアルモノの設定 


モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号のことを 1+] デュアルモノラル信号といいます。ここでは 
デュアルモノラル信号び入力されたときにどちらの音声をどのスピーカーから出力するかを設定します。この設 
赶ま、1；■(下のような MPEG -2 AA 巳やドルビーデジタルの1+1デュアルモノラルフォーマツトのソースにのみ 
有効でず。 

• BS デジタル放送のモノラルの二か国語放送や音声を重放送など 

ステレオの二か国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフォーマツトになります。 

• 吕か国語放送などを DVD レコーダーのデュアルモノラルモードで録画したもの 

録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは DVD レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 
chi :チャンネル1の音声のみを再生するとき選びまず。 

ch 2 :チャンネル2の音声のみを再生するとさ選びます。 

chl / ch 2 :チヤンネル！/チヤンネル2の音声をそれぞれ左/ちのフロントスピーカーから分けて再生 
するとき選びます。 


峰. 


■へ 


が 嫁ソぷ 

I 才—卜 Iサラウンド ステレオ 

□ □□ 

但青一 CEZh ち音 

Qj-uj lj-llJ 


□ 


CD CD CD 

M L お定 


デュアルモノラル信号を入力ずる 


再生ずる音声チャンネルを選ぶ 

押すたびに政下のよラに切り換わり 
ま9 〇 




ch1 


ch2. 


chVch 2 


すべての設定を工場出荷時に戻す 


本機のずべての設定を工場出荷時に戻します。この操作を行5前に、必要に応じて現在の設定を覚え書さして残 
しておくことをおすずめしまず。工場出荷時の設定については『工場出荷時の設定一覧』 (28 ページ)をご覧くだ 


さい。 




至窗 入力切拍 

© 〇 

( - ち示切巧 -1 

I 「職 I I ディマ-1 

I フラット J 5 ch プームスリーブ 

UOOD 

マナー■ち舌 I トン I ァ3•テ：*-卜 

000 □ 

( - 入々 W 冉 -1 

10000 

1 DVD/DVR BS/CS FRONT LINE I 

公 (2.. 

が脚；） 


ろ V タグぷ 

1才—卜1 9ラクンド ステレオ 

□ □□ 

ほ置一 CHa-S 音 

日-日 

( -ルームおを-, 

□ □ □ 

S M L B 定 1 


Pioneer 

( AV アンプ ) 

一 


4 

2-3 


ルーム設定ボタンを巧ず 

■ 何ち操作しない状態で]〇砂 
経過ずると通常動作に戻りま 
す。 


—ルームお疋一 

ロ ロ 

M L 


口 

設定 


I ボタンを巧ず 

ノ\ 表示部に政下のよラに表示されまず。 


「 RESET ?」 表示中に*ボタンを巧ず 

へ 表示部に政下のよラに表示されまず。 


4 


roK ?」 表示中に決定ボタンを巧す 


© 表示部にしソ下のよラに表示され、設定び 
工場出荷時に戻りまず。 






















その他 


1/;脯繊 


DVD ソフトのパッケージのほとんどに];(下のよラな表示びされています。 

1枚のディスクに複数の音声び収録されていることびをく、どの音声を聴くか選ぶことびできます。 


③ )） 

1. 英 

語（日. Ich サラウンド） 

1 】[11 DOLBY 1 

DIGITAL 


2. 曰本語（ドルビーサラウンド） 

DIGITAL 


3.英 

言吾 （ DTS 日. Ich サラウンド） 

SURROUND 

収録音声数 


記録方式 

音声記録ち式 


音声記録方式 

ドルビーデジタル W P 円腎留 

DV □の標準音声フォーマツトの1つとして採用された音声圧 
縮記録ち式です。モノラル信号 (1 か)やドルビーサラウンド信 
号た ch ) などか5己.1 ch サラウンド信号(現在の映画や DVD 
の記録方式の支流）まで網羅する柔軟性の高い方式です。 
曰. Ich ソフトの各チヤンネルには、独立した音青と LFE と呼 
ばれる低音びデジタルで記録されています。臨場感あふれる 
ドルビーデジタルサラウンド再生を楽しむためには DVD プ 
レーヤーと本機をデジタル接続ずることび必要です。 

DTS だ C 3 

デジタルシアターシステム （Digital Theater System ) の略 
です。日. Ich サラウンドび主流で、音青の低圧縮率とデータ 
の高転送レートびちた5す豊冨な情報量により、高音質マル 
チチヤンネルサラウンド再生を実現します。 

DTS 信号を再生するには DVD プレーヤーと本機をデジタル 
接続することび必要です。 


酷方ぶ 

マルチチヤンネルサラウンド再生 

3本上のスピーカーでサラウンド再生することです。 3 ch 
1；(上で記録されているソフトについてはソフトに忠実に再生 
します。なかでも日. Ich サラウンド信号の再生は、すべての 
スピーカーか5それぞれ異なる音声び出力されるので、ドル 
ビープ□□ジック II 再生に比べ、より立体感のある音場で迫力 
のある臨場感を楽しむことびでさます。 

ドルビープ□□ジック II 再を 

ドルビープ□□ジックは、 2 ch 信号をサラウンド再生するた 
めの代表的なマトリックスデコード技術です。これをさらに 
改良したドルビープ□□ジック II は(ステアリング□ジック回 
路により) 2 ch 信号を已 . Ich に拡張することびできます 。 CD 
のよラな通常のステレオ音楽素材に対してをより優れた立体 
音場効果、包囲感、よ0明確な定位をちたらし、ドルビーサラ 
ウンドエンコードされた素材はデイスク U —卜日.1 ch に匹敵 
する移動感を実現します。 


PCM 

Pulse Code Modulation の略で、圧縮していないデジタル 
音声です。 CD の音声はほとんどこの方式で、 DVD の標準音 
声フオー マツ トの] つで をあります。 CD のヴンプ I 」ング周波 
数び 44 kHz であるのに巧し、 DVD のヴンプ U ング周波数は 
48 kHz や 96 kHz と高いので、 DVD のちびより高音質の音 
声を楽しむことびでをます。通常は 2 ch で収録されています。 

MPEG ぶ AAC(Advanced Audio Coding ) 

MPEG -2 オーディオの標準ち式の 1 つで、目 S デジタル放送 
で採用されている音声符号化規格です。低ビツトレートでか 
つ高音質を確保でさる点び特長で、番組内容によりマルチ 
チャンネル設定び可能なフォーマツトでず。攻下び米国パテ 
ントナンバーです。 


08/937,9 日日 

5 297 236 

日，481,614 

己,490,170 

5848391 

4,914,701 

5,592,584 

日,264,84目 

己,291,己己7 

己,23日，671 

日，781,888 

己,268,68己 

己，4引，9己4 

07/640,550 

08/039,478 

5,375,189 

5 400 433 

己,日79,430 

08/211,己47 

己,日81,目己4 

己,222,189 

08/目78,郎6 

日，703,999 

日日-183,988 

5,357,594 

98/03037 

08/557,046 

己,日48,己74 

5 752 225 

97/02875 

日8/894,844 

08/506,729 

己,394,473 

97/02874 

日，299,238 

08/己76,49日 

己,日83,962 

98/03036 

日，299,239 

5,717,821 

己,274,74日 

5,227,788 

日，299,240 

08/392,756 

己,633,981 

5,285,498 

日，197,087 



プ□□ジックとプ□□ジック II の違い 



プ□□ジック 

プ□□ジック II 

効果的なソース 

ド ルビー サラウンドエン 
コード処理されたステレ 
才 H ド 

すべてのステレオ音声 

デコード 
チヤンネル数 

4. 1 ch 

(サラウンドモノラル） 

5 .Ich 

(サラウンドステレオ） 

周波数特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チヤンネル 
フルバンド 


デコー ド 

ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの圧縮された 
デジタル信号を解凍して再生することですた ch 信号をドル 
ビープ□□ジ ックII 再生することをマト U ックスデコー ドと呼 
ぶことがあ0ます)。 

" ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造 
されています。 Dolby ' ドルビー 、 Pm Lo 吕 ic 及び 
ダブル D 記号及び AAC □づは、ドルビーラボラト 
リーズの商標です。 

が の下引及び 「DTS Digital SurroundJ は Digital 
Theater Systems , Inc . の商標です。 

Digital Theater Systems , Inc . からの実施権に基 
ゴを製造されています。 


そ 

の 

他 


27 




















その化 


■ん哥 i け前ら t ' jW 东 


設定頂目 

初期値 

参照ページ 

入力 

DVD/DVR 

14 

ホ目 

曰里 

-74 服 

14 

1」スニングモード 

オート 

(すべての入力） 

20 

1」スニングモード 

ステレオ 

20 

(へッドホンを差しているとき） 

(すべての入力） 


サウンドモード 

フラット (FLAT) 
(すべての入力） 

22 

各スピーカーまでの距離 

ルーム設定 MID 

19 

CH レベル 

ルーム設定 M 

18 

表示部の明るさ調整(ディマー） 

明るい 

24 

デュアルモノの設定 

chi 

26 


巧設とア フターサービス 


保設書(別添) 


保証書は、必ず r 販売店名 • 購入曰」などの記入を確かめて販 
売店か5受け取っていただを、内容をよ<お読みのラえ、大 
切に保管してください。 


保証期間はご購入曰か51年間でず。 


補修用性能部品の最ほ保ち期間 


当社は、この製品の補修巧性能部品を製造打ち切0後最低8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を維持ず 
るために必要な部品です。 



才ーデイオ部 


実用最大出力 ( JEITA 、 IkHz 、 10%、6が 

フ□ント . 3己 W/CH 


センター . 3已 W 

サラウンド . 3已 W/CH 

サブウーファー . 3已 W 

入力端子(感度/インピーダンス） 

. 200 mV /47 kQ 


電源部•その他 


電源 . AC 100 V 、50/60 Hz 

消費電力 .]35 W 

スタンバイ時消費電力 .0.7 W 

外お寸法 . 21 日(幅) X 77( 高さ) X 321 (契行） mm 

質量 .4.5 kg 


スピーカー システム部 ( S - S 1) 


フ□ント/ブラウンドス ピーカー 


型式 . 

使用 スピーカー 

フルレンジ . 

公称インピーダンス 
再生周波数帯域 ....... 

取乂入力 . 

外形寸法 . 

質量 . 


，...密閉式ブックシェルフ型 
防磁設計 ( J 曰 TA ) 

... 10 X 6 cm (コーン型） 

. 6 0 

. 100〜20,000 Hz 

. 3已 W ( JEITA ) 

82 X 162 X 83 mm 
(幅） X 搞さ ）X (契行) 
.0.7 kg 


修理に助するご貴聞、ごが談 

お買上げの販売店へご依頼ください。ご転居されたり、ご贈 
答品などで販売店に修理の依頼びでさない場合は修理受付セ 
ンターに ご相談くださし、。 


修理を巧巧を巧るとま 

「故障かな？と思ったら」た目ぺージ)にしたびって調べていた 
だき、 なお異常のあるとをは、必ず電源プラグを巧いてか5、 
お買い上げの販売店へご依頼 < ださし、。 


連箱していただをたい巧客 

-商品名：己. Ich サラウンド•システム 
• 型番： HTP-S1 
-お買い上げ曰 

-故障または異常の内容(でさるだけ詳し <) 

• ご住所 
• お名前 
-電話番号 
-訪問ご希望曰 

-ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

保証期間中ド... 

修理に際しては、保罰書をご提示ください。保証書に記載さ 
れている当社の保証規定に基づを修理いたします。 

保証期間が過ぎているとさは… 

修理すれば使巧でさる製品については、ご希望により有料で 
修理いたします。 


センタースピーカー 

型式 . 

. 密閉式ブックシェルフ型 


防磁設計 ( J 曰 TA ) 

使用スピーカー 


フルレンジ . 

. 10 X 6 cm (コーン型） 

公称インピーダンス ......... 

... 6 Q 

再生周波数帯域 . 

. 100〜20,000 Hz 

最大入力 . 

. 3己 W ( JEITA ) 

外形寸法 . 

.162 X 82 X 83 mm 


(幅） X 搞さ ）X (契行) 

質量 . 

.0.7 kg 

ヴブウーファー 

型式 . 

. バスレフ式フ□ア型 

防磁設計* ( J 曰 TA ) 

使用スピーカー 


ウーファー . 

. 13 cm (コーン型） 

公称インピーダンス ......... 

. 6 Q 

再生周波数帯域 . 

. 3已〜3000 Hz 

最大入力 . 

. 3巳 W ( JEITA ) 

外形寸法 . 

........ 1已 OX 2已 8 X 329 .已 mm 


(幅） X 搞さ ）X (契行) 

質量 . 

. 3.曰 kg 


* 「防磁設計 （J 曰 TA)」 とは、（社）日本電子機械工業会 
(J 曰 TA) の技術基準に適合したスピーカーシステムです。 






































そのが 


U モコン . 1 スピーカーコード . 


単3形乾電池 ( R 目 P ). 2 

光デジタルケーブル . 1 

取扱説明書(本書） . 1 

安全上のごを意 . 1 

保証書 . 1 


滑り止めパッド. 


撕 仕様およびが観は改良のため予普な<変更することびあり 
まず。 


巧廣かな？と思った5 


思った通0に動かないと思ったときは]^: TF を確認してみてください。案外簡単なミスや勘違いをしていることもあります。ま 
た、本機！;^外に原因びある場合わ考えられますので、ご使用中の他の機器や、同時に使巧している電気機具も含わせてご確認 
ください。それでを正常に動作しない場をはお買い上げの販売店またはおおくのご相 i あ窗口に修理を依頼してください。 

r 音が出ない J とまは、まずな下の の® を確認して<ださい! 


©テストトーンを出力ずる （1 S ぺージ） 

接続したすべてのスピーカーか5テスト I -ーン(ヴーといラ音)び出力されているか確認してください。テスト I -ーンび出力 
されないスピーカーびあるとさは、接続を見直してください。 

® 入力信号とリスニングモードを確認ずる (23 ぺージ） 

入カボタンを押して「入力している圧縮音声信号」を確認し、確認ボタンを押して r 全てのスピーカーか5音び出る U スニ 
ングモードび選択されているか」を確認してくださし、。思った通りに音び出てし、ないときは、攻下のページをご覧くださし、 
『入力機器の設定を確認する』 （1 日ぺージ） 

『1」スニングモードの種類と効果について』 (20 ページ） 



±記①®を確認してを音が出ないとまは、な下か S 30 ページをご覧<ださい! 


源が入 S ないまたは電源が有動的に切れる 


捆犬 

原因 

対策 

自動的に電源び切れる。 

-本機内部の温度び許容値を超えた。 

-風通しを良くしてください。 


• 放熱ファンの故障です。 

-修理を依頼してください (32 ぺージ)。 


-本機の故障です。 

• 再び電源を ON にしても電源び入らないときは、すぐに本機の使用を 
中止して電源コードを振さ、修理を依頼してください (32 ページ)。こ 
の症状び起をた後は電源の ON/OFF を繰り返さないでください。 


-音量び大さすぎる。 

. 音量をルさくしてから電源を入れ直してください。 


• スピーカーコードびショート（接触）して 

• スピーカーコードの芯線を再度しつかりねじり直して、スピーカー端 


いる。 

テからはみ出ないよラに接続してください。 


音がおなかった0、ノイズが出るとを 


症げ 

原因 

音び出ない。 

-入力を再生機器に合わせていない。 

• 音声び一時的に消音 (S ユート)されてい 
る。 

• 音量がルさくなっている。 

-接続したコード/ケーブルび端子から外 
れているまたは接続び間違っている。 

-接続したコード/ケーブルや端子のピン 
プラグび巧れている。 

デジタル接続している機 
器から音び出ない。また 
はノイズび出る。 

• DVD プレーヤーのデジタル出力の言受定 
びオフに設定されている。 

• CD-R 日 M などのデータ信号を入力して 
いる。 

フ□ント左/ちスピー 
カー(チヤンネル)から音 
び出ない。 

• フ□ント左/ちのスピーカーの音量 
(チヤンネルレベル)び左/ちいずれかに 
偏っている。 


’入力切換つまみ (INPUT SELECTOR) で入力を再生機器に合わせて 
<ださい。 

’ U モコンの消音ボタンを押してください。 

I音量つまみ (MASTER VOLUME) で音量を調節してください。 

’接続を確認してください。 

’汚れを拭を取って<ださい。 


I DVD プレーヤーのデジタル出力の設定をオンに設定してください。 
‘本機はデータ信号に対応していません。 




















その化 


捆犬 

原因 

対策 

サラウンドまたはセン 
タースピーカーから音び 
出ない。 

-サラウンドまたはセンタースピーカー 
の出カレべ J レび下びっている。 

-サラウンドまたはセンタースピーカー 
の接続びがれている。または、接続を間 
違えている。 

• 2ch 出力のサラウンドモード(「ステレ 
才」など)を選んでいる。 

-再生しているソフトやテレビ放送の音 
声が 2ch 分しか入っていない。 

-スピーカーのレベルを上げてください (2 日ページ)。 

• スピーカーを正しく接続してください。 

-マルチチヤンネルのサラウンドモード (「M 日 VIE」 など)を選んでくださ 
い。 

-入力信号の種類に関わらず、常にマルチチャンネル音声を聴をたいと 
をは、マルチチヤンネルの U スニングモード(「サラウンド」など)を選 
んでください。 

サブウーファーから音び 
出ない。 

-ヴプウーファーの出カレベルび下がっ 
てし'!る。 

-接続び列れている。 

-「サウンドモード」の「マナー」を選ん 
でいる。 

-サブウーファーの出カレベルを上げる (2 日ページ)。 

-サブウーファーを正し<接続して<ださい。 

-「マナー」を解除してください。 

ドルビーデジタルや 
DTS 音声などで収録さ 
れているソフトを再生し 
てち音び出ない。または 
ノイズび出る。 

• アナログ音声び入力されている （□□/ 
DTS インジケーター消打)。 

• DVD プレーヤーから DTS 音声び出力 
されていない。または DTS 出力び「才 
フ」に設定されている。 

• デジタル音声の出カレベルびない(出力 
レベル調整機能び付いている CD プ 
レーヤーなどのとさ)。 

. 再生機器と正しくデジタル音声接続して<ださい。 

- DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧になり、 DTS 出力を r オン」に 
設定してください。 

. 再生機器のデジタル音声の出カレべ j レを上げてください。 

DTS 対応の CD プレー 
ヤーでサーチするとノイ 
ズび出る。 

-サーチ中に含まれるデジタ J レ肩報を読み 
取ってしまラ。 

• これは故障ではありません。サーチ中は本機の音量をルさくして、ス 
ピーカーから出る音を抑えてください。 

音び歪む 

-音量び大さすぎる。 

• 本機の音量をルさくしてください。 

9巨 kHz/24b けの DVD 
ソフトを再生すると音び 
大さい。 

• DVD ソフトに収録されている音量レべ 
ルび大きい。 

• 本機の音量をルさくしてください。 

映像び乱れる。 

-本機と干渉している。 

-映像び乱れているとをはテレビから本機を離してください。 

カセットデッキにノイズ 
び入る 

-本機と干渉している。 

-本機またはカセットデッキの場所を変えてください。 

テスト1-ーンび出ないス 
ピーカーびある。 

-接続び外れている。 

-正しく接続してください。 


インジケーターカ捕なしなりまたは違ラインジケーターが点なするとを 


を状 

原因 

対策 

ドルビーデジタルまたは 
DTS などの DVD ソフ 1- 
を再生しているとをにデ 
コードのインジケーター 
び点灯しない。または違 
ラインジケーターび点灯 
する。 

-再生機器び停止または一時停止している。 

. 再生機器の音声出力び間違って設定され 
ている。 

• 再生しているソフトの音声出力び間違っ 
て設定されている。 

-ドルビーデジタルまたは DTS で収録され 
ていない部分を再生している(メニュー画 
面など)。 

. 再生機器の再生を開始する。 

. 再生機器の音声出力を正しく設定する。 

• 再生している DVD ソフトの音声出力を正しく設定する。 

-ドルビーデジタルまたは DTS で収録されている音声を再生していると 
をのみインジケーターび点むします。 

巨 S デジタル放送をデジ 
タル音声で聴いていると 
をに AAC インジケー 
ターび点なしない。 

-巨 S デジタルチューナー(または日 S デジ 
タルチューナー内蔵テレビ)の音声出力 
を PCM に設定している。 

• 巨 S デジタルチューナーの取扱説明書をご覧になり、 I\/IPEG(AAC) 音 
声び出力されるよラに設定する。 
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その他 


その化 


を状 

原因 

対策 

U モコンび操作でをな 
い。 

- U モコンの電池が消耗している。 
•本体との距離び離れ過ぎている。リモ 
コンを向けている角度び範囲外である。 

-1」モコンと U モコン受光部の間に信号 
を遮る障善物びある。 

-壁光むなどの強い光び IJ モコン受光部 
に当たっている。 

-電池を交換する(已ページ)。 

•本体 U モコン受光部から 7m し^内、左ち30°の範囲で操作してくだ 
さい (10 ページ)。 

. 障害物を取り除いて<ださい。または、操作する焉所を変えて<ださ 
い。 

- U モコン受光部に光び直接当たらないよラにしてください。 

表示び暗いまたは明る過 
ぎる。 

-表示部の明るさの調整び適当でない。 

• 表示部の明るさ(ディマ-)を調整してください(吕4ぺージ)。 

設定びすべて工場出荷時 
に 民つ てし まつに。 

•約]週間 ULL 電源コードを抜いたまま 
にしていた。 

•約]週間し^上電源コードを扳いた状態にしておくと、設定び工場出荷 
時に戻ります。再度設定してください。 

リモコンの CH レべルボ 
タンを押してを選べない 
スピーカーびある。 

• 2ch 出力のサラウンドモード(「ステレオ」 
など)を選んでいる。 

-マルチチヤンネルのサラウンドモード (「M 日 VIE」 など)を選んでくださ 
い口〇〜 2] ぺージ’)。 


目的別索引 


「目的(本機でやりたいこと)」か5詳細び載っているぺージを探してくださし、。 


目的 

巧応している項目 一 ぺージ 

再生 

2つのフ□ントスピーカーから音を出したい(ス 
テレオ再生)。 

再生する(基本再生) 一] 4ページ 

U スニングモードの種類と効果について 一 20ページ 

サラウンドに関する設 
定(システム設定） 

3つし以上のスピーカーから音を出したい(マルチ 
チャンネルサラウンド再生)。 

再生する(基本再生) 一] 4ページ 

U スニングモードの種類と効果について 一 20ページ 

音量調節 

視聴位置 (U スニングポジション)からスピー 
カーまでの距離を設定したい。 

各スピーカーまでの距離を調整する 一 ] 日ページ 

一時的に音を消したい。 

一時的に音を消す (S ュート) 一 24ページ 

スピーカの音量を個別に調節したい。 

特定のスピーカーの音量を調節する(チャンネルレベル) 一 2己ぺージ 

音質 

再生するソフトのジャンルに合わせてサウンド 
を選びたい。 

U スニングモードの種類と効果について 一 20ページ 
サウンドモードの種類と効果について 一 22ページ 

ルさな音で視聴しているとをの聴き取りにく 
い音(セ U フなど)を聴定とりやす< したい。 

ヴ ウンドモードの種類と効果について 一 22ページ 

高音や低音を和らげたい。 

U スニングモードの種類と効果について 一 20ページ 
サウンドモードの種類と効果について 一 22ページ 

低音を大きくしたい。 

U スニングモードの種類と効果について 一 20ページ 
サウンドモードの種類と効果について 一 22ページ 

ユーヴー 設定 

表示部の明るさを調整したい。 

表示部の明るさを調整する 一 24ページ 


阿 

お手入れについて 


yOV 音のエチケット 

通常は柔5かいなで空拭きしてください。'汚れ 


楽しい音楽も日お場所にわては就こなるも 


びひどい場合はかで日〜日倍に薄めた中性洗剤に 


のです。隣近所への思いや0を十分にいたし 


柔らかい巧を浸してよく絞った撥、ミちれを拭き 


ふしよ〇 


取り、その後乾いた布で a いて<ださい。アル 


ステレオの音量は、あなたのむびけ次第で大 


コール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付 


きくわかさくもなります。 


着すると、印刷、塗装などびはげることびあり 


とくに静かな夜間には小さな音でも通0やす 


ますのでご注意ください。また、化学ぞラさん 


いちのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を 


等をお使いの場合は、化学ぞラさん等に添付の 


配りましょラ。近所へ音び漏れないように窓 


ミち意事項をよくお読みください。 


を閉め、お互いにむを配0、快い生ま環境を 




守りましょう。 


31 





















その化 


修理のご相談/修理についてのお巧いをねだな □ 


パイオニア製品につし、てのご購入相談はお近くの販売店へ、修理につしてはお買し、まめの販売店へご依頼く 
ださい。万一お困りの場合は、窓□(裏表紙)へご相談くださるよラお願いいたします。 

サー ビス ステーシヨ ン y スト 

サービスステーションへの電話は、修理受付センター(裏表紙)でお受けします。 

(巧縄県のちは ホ 縄サービスステーシヨン(裏表紙)でお受けします） 


♦北海道地区 

札幌サービスセンター 

FAX 

011-61] -已巨 94 

受付月〜金日： 

干0巨 4-0822 

3 0-18:00 (± ■日■祝-弊社休日は除く） 

札幌市中央区化2条西 20-1-3 クワヴワビル 

旭川サービス認定店 

FAX 

01 巨巨-己巳-7207 

干070 -0831 

祖 J II市旭町]菜 1T 目 438-8 白 

帯広サービス認定店 

FAX 

01巳已 -23-77 巳7 

干080-001已 

帯広市西日架南 28T 目]-1 

函館サービス認定店 

FAX 

0138 -40 -巨473 

干041 -081 1 

函館市冨岡町 2-18-7 


•東北地区 



受付月〜金 9 : 

3 0-18:00 (± ■日■祝-弊社休日は除く） 

仙台サービスステーション 

FAX 

日 22-37 巳- 499 巨 

干981-3]21 

仙台市泉区上谷刈石田20 

山形サービス認定店 

FAX 

023-615-1627 

于 990-0023 

山形市松波]- 8- 17 

盛岡サービスステーション 

FAX 

019-巨己 9-316 已 

干020 -00 己1 

盛岡市下太田下川原]已3-] 

青森サービス認定店 

FAX 

日 17-73 巳-2438 

干030 -0821 

青森市勝田2-1目-1曰 

八戸サービス認定店 

FAX 

曰 178-44-33 巳] 

干031 -0802 

A 戸市ル中野 4-3-34 

秋田サービス認定店 

FAX 

日 18-8 巨 9-740] 

干 0] 0-0802 

秋田市が祖 j II字精の目34目-1 

郡山サービスステーション 

FAX 

日24-目 39- 1372 

于9巨 3-88 巨1 

郡山市鶴見坦 1- 目-2已クレールアヴてニユー 
伊藤第2ビル 


•関東-甲信越地区 



受付月〜± 9 :: 

3 0-18:00 (日.祝.弊社休日は除く） 

世田谷サービスステーション 

FAX 

日 3-3419-4234 

干]已己 -0032 

世田谷区代ミ尺 4-2 己-9 


墨田サービスステーション 

FAX 

03-3 巨 2]-7 巨] 0 

干 ] 30-001 1 

墨田区石原 4-27-9 中島に八イツ 1F 

城化サービスステーション 

FAX 

03-3 已己 0-3 巨 2 已 

干] 7己-0083 

板橋区徳丸 4-11-14 


を摩サービスステーション 

FAX 

日42-已24-已947 

干] 90-0003 

立川市栄町 4- 18-]エクセル立リ11 F 

高崎サービスステーション 

FAX 

027 -322-8978 

干370 -08 已1 

高崎市上中居町4已 -2 


足利サービス認定店 

FAX 

0284 -42-437 巨 

干32巨-00已8 

足利市元学町 S3] 


新漏サービスステーション 

FAX 

日2巳- 24] -1879 

干9已〇 -09 13 

新漏市鐘] -5-23 


佐渡サービス指定店横山電機商会 FAX 

0259-63-3400 

干9已 2-1 20目 

佐渡郡金井町千種] ] 己8-] 


千葉サービスセンター 

FAX 

日 43-207-2 己巳已 

干2巨 3-001 已 

千葉市稲毛区作草部] 369-1 

椎の実八イツ] F 

つくばサービス認定店 

FAX 

日298-己 8-1 36目 

干3日己-0日4已 

つくば市梅園 2-2-6 


水戸サービス認定店 

FAX 

日 29-248- 130巨 

干 310-0844 

水戸市住吉の 307-4 


埼玉サービスセンター 

FAX 

日48-巨已] -803 日 

干 330-0038 

さいたま市宮原町 1-310-1 


川越サービス認定店 

FAX 

日 49-233 -巨已 8] 

于3已 0-0804 

川越市下広谷1 128-1 1 


宇都冨サービス認定店 

FAX 

028-巨己7-已882 

干 321-0912 

宇都宮市石井町 3373-1 


神奈川サービスセンター 

FAX 

04巳- 943-3788 

干 224-0037 

横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 

ベルデ ユール 茅ヶ崎 

横お北サービス認定店 

FAX 

日4巳- 943-31 巳己 

干 224-0 日3己 

横お市都筑区勝田南]- 19-1 

7 

厚木サービス認定店 

FAX 

04巨- 224-7724 

干 243-0807 

厚木市金田 339-1 金田コーポフ□ンテア2日1 

王宅島サービス指定店勝見電機 TEL 

049白4-巨-124巨 

于]日0-121 ] 

王宅巧大字坪田 


松本サービスステーション 

FAX 

0263 -48-2768 

于390 -08 已2 

松本市大字島立180-已 


長野サービス認定店 

FAX 

026 -229 -已2巳0 

干380 -093 已 

長野市中御所1 -24 


甲府サービス認定店 

FAX 

0己巳- 228-8003 

干400 -003 已 

甲府市飯田 4-9-14 



•中部地区 

名ち屋サービスセンター 

FAX 

0 巳 2 -已 32-1148 

受付月〜金吕： 

干4己]-00巨3 

3 0- 1 8:0 0 (± ■曰-祝-興社休曰は除く） 

名ち屋市西区押切 2-8- 18 

津サービス認定店 

FAX 

059-213-6712 

〒己 14-082] 

津市重水已2 2-己 

岡崎サービス認定店 

FAX 

〇已己 4-33-7 日 80 

干 444-093] 

岡崎市大和町字荒田 36- 1大和ビレッジ巨-1 

岐阜サービス認定店 

FAX 

0巳 8-274 -已2己巨 

干已〇 0-83 巳巨 

岐阜市六条江東 1-1-3 

静岡サービスステーション 

FAX 

0巳 4-237 -已691 

干 422-8034 

静岡市高松] -6 -已 

沼津サービス認定店 

FAX 

〇巳已白- 21- 白0己0 

干410 -00 巳8 

沼津市沼北町]- 14-2 巨 

浜松サービス認定店 

FAX 

〇已 3-422-1 401 

干43巳-0042 

浜松市標ヶ瀬町41已ビラモデルナ已号 

金ミ尺サービスステーション 

FAX 

07日-29 1-642 已 

干92]-800已 

金お市間明町]-13日 

富山サービス認定店 

FAX 

07巨-42己-3027 

干 939-821 1 

冨山市二□町 1-7-1 

福井サービス認定店 

FAX 

077巨- 27- 17巨8 

干910-000] 

福井市大願寺 3-5-9 
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•関西地区 



受付 月〜金9 : 

大阪サービスセンター 

FAX 

0 目-巨 3 已 3-114 已 

干巳 30-003 已 

大阪南サービス認定店 

FAX 

0722 -7 巳- 2 巨 2 已 

干巳 93-8322 

大阪北サービス認定店 

FAX 

0己-巨4已3-已己6巨 

干巳3 1-007 巨 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742 -36-87] 3 

干630 -8] 32 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734 -4 巨-302巨 

干 641-0021 

京滋サービスステーション 

FAX 

07已-己 82-7 17巨 

干 601-8448 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773 -24 -己37已 

干620 -00 己已 

神戸サービスステーション 

FAX 

078 -2 己]-7173 

于6已 1-008 巨 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792-已] -2 己巳巨 

干67 1-0224 


3 0-18:00 (± ■日■祝-弊社休日は除く） 

大阪市化区同む 2-1-2 巨 

骄市津久野町 1-8-1 己 □ーズマンション] F 

大阪市化医大淀中 3-9-4 

奈良市大森西町 2 1-2 目 

和歌山市和歌浦東 3-1-2 曰 

京都市南区西九条豊田町 24-] 

福知山市禱尾新町 2-74 カマ八チマンション 
巧戸市中央区磯上通り日- 1-1 3 
姫路市別所町佐 ±4-3 


•中国地区 



受付月〜金9 : 

3 0-18:00 (± .日.祝.脾社休日は除く） 

広島サービスステーション 

FAX 

082 -227-486 巨 

干730 -00 13 

広島市中区八 T 堀 2-3 1鴻池ビル 

徳山サービス認定店 

FAX 

0834-33-5759 

干74己-0日0己 

徳山市花富の 3- 11森広事務所 ] F 

福山サービス認定店 

FAX 

084日- 3]-279] 

干720 -081 已 

福山市野上町 3-12-9 

岡山サービスステーション 

FAX 

08 巨- 244-8748 

于700 -097 已 

岡山市今 8-1 日- 21 

松江サービス認定店 

FAX 

08 巳 2-22-7779 

于 690-0017 

松江市西津田4-巳 -40 (有）テクピット内 

鳥取サービス認定店 

FAX 

08巳 7-29- 129日 

于680 -00 巨1 

鳥取市立川町已-240-] 


•四国地区 



受付月〜金9 : 

3 0-18:00 (± ■日■祝■脾社休日は除く） 

高松サービスステーション 

FAX 

087 -8 巨 1-4841 

干7巨 0-0078 

高松市今里の 1-1 巨-1 

徳島サービス認定店 

FAX 

088 -6 巨 9-607 巨 

干770 -8023 

徳島市勝占町中須目 2-1 大松ジョリカ地下1階103号 

高知サービス認定店 

FAX 

088 -802-3321 

干780 -00 己1 

高知市愛若の 3-12-1 3晃栄ビル ] F 

松山サービス認定店 

FAX 

089 -9 已 1-6270 

于 791-8067 

松山市ち兰津已 -1 日-3日商船ビル ] F 


•九州地区 



受付月〜金9 : 

3 0-18:00 (± ■日■祝-脾社休日は除く） 

福岡サービスステーション 

FAX 

0 白 2-412-74 巨日 

于 8] 2-001 巨 

福岡市博多医博多駅南 2-12-3 

博多サービス認定店 

FAX 

0 白 2-4 巨]- 1 己 43 

于 8] 2-000 巨 

福岡市博多区上牟田 2-6-7 

長崎サービス認定店 

FAX 

09巳- 849-4 巨0巨 

于8已 2-8] 4已 

長崎市昭和] T 目 12-10 ク1」スタル八イツ平野 

熊本サービス認定店 

FAX 

0白 6-33]-3323 

干8巨 2-09 18 

熊本市花立已 T 目 14-17 

大分サービス認定店 

FAX 

0白7-己 49-2420 

干870 -088 白 

大分市大石の己 T 目]-1 

化九州サービスステーション 

FAX 

093 -9 己]-1748 

干802-0011 

北九州市ル倉化区重住 3-1-20 

鹿児島サービスステーション 

FAX 

0白 9-224-7 己92 

干 892-0841 

鹿児島市照国町 3-2 ] 第二大見ビル2 F 

宮崎サービス認定店 

FAX 

0白8己- 27-3 13巨 

干880 -0821 

冨崎市浮城町日8-] 


•沖縄地区 

沖縄サービスステーション 

TEL 

0目 8-879-1 日10 

受付月〜金日： 3 0〜18 : 0 0 (± ■日■祝-脾社休日は除く） 

〒日01 -2 122浦添市勢理客 4-1 8-1 トヨタマイカーセンタ ー3 F 


FAX 

0白 8-879- 13巳2 



修理窓□-ご相談窓□の名称-所在地 • 電話番号は変更することびございますのでご了承ください。 


憂情点検 


口 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおずずめいたしまず。こんな症状はありませんか？ 
-電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。 

-電源コードにさけめやひび割れがある。 

-電気が入ったり切れたりずる。 

•本体か5異常な音、熱、臭いがする。 




ずぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5巧き、故障や事故防止のため電気店 
または、お近くのパイオニアヴービスステーションに点検(有料)をご®頼ください。 


そ 

の 

他 


33 





その化 


34 



その化 


35 



製品のご購入や取り扱いについてのごホ目談窓口 


参パイオニア•カスタマーヴポートセンター （全国共通フ IJ— フォン） 

受付月曜〜金曜9: 30〜17: 00、±曜日： 30〜 

12:00、13 : 00〜17:日0 (日曜■祝日•弊社休日は除く） 

家庭巧才ーディオ/ビジュアル製品のご相談窓口： y 0070-800-81 81 -22 

カタ□グのご請巧窓口 

W 0070-800-81 81 -33 

ファックス 

03-3490-5718 

パイオニアホームページでのご案内 

くごを 意> 

フ U - フオンは、 PHS 、 携帯電話、自動車電話、列車公 
衆電話、船祕電話、ピンク電話および海外からの国際電話 
ではご利用になれません。あらかじめご了承ください。 

お問い合わせ先のご案内 

http :// www . pioneer . co . jp / support / 

カタ n グ請求とメ ーJ レヴービス登録のご案内 

http :// www . pioneer . co . jp / support / ctlg / index.html 


部品のご購入についてのごホ目談窓口 

付属品 （U モコン•取扱説明書など）のご睛入や、補修用性能部品（修理使用部品）に関するご相談についてはバイオニ 
ア部品受をセンターにご相談ください。部品の交換方法などの巧術相談につきましては下記のバイオニア修理受付セン 
ターにご相談ください。 


• パイオニア部品受まセンター 

受付月曜〜金曜 9:30-18:00、 ±曜 9 : 30~12 : 00. 13:00 〜 17:00 (日曜■祝日•弊社休日は除く） 

電話 （フ U - ダイアル） ：函0120 -5-81 095 

—般電晶 0538-43-1 161 フ IJ - ダィァルは,携帯電話， PHS ではご利用に 

フ アツ クス（フ U - ダイアル）： 函 0120 -5-81 096 なれません。あらかじめご了承ください。 


修理のご依頼/修理についてのごホ目談窓口 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？と思った6」の項目をご確認ください。それでち異南のある時は、必ず 
電源プラグを巧いてから、ご睛入店へご連絡ください。 

ご購入店びわからないとをやおおくにないとをは、バイオニア修 S 受付センターへご相談<ださい。（ミ中縄県を除く） 


参パイオニア修理受付センター （ミ中縄県を除く全国） 

受付月曜〜金曜 9:30~20:00、 ±曜 9 : 30~12 : 00. 13:00 〜 18:00 (脾社休日は除く） 
日曜■祝日 9:30-12:00、13: 00 〜 18: 00 (プラズマテレビのみ受付） 


電話 （フリーダイアル） 
一般 電話 

ファックス（フリーダイアル) 


ゴー"イオニア 

函 0120-5-81028 
03-5496-2023 
函 0120-5-81029 


<ご注意> 

フリーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利巧に 
なれません。あらかじめご了承ください。 


参沖縄ヴー ビス ステーシヨ ン 钟縄県のみ） 

受付月曜〜金曜 9:30-18:00 (± 曜’日曜-祝日-醉社休日は除く） 

-般 電話 098-879-1910 

フ アツ クス： 098-879-1352 


局調;皮ガイドフイン適台品 
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